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「
い
つ
」「
ど
こ
で
」
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
の
が
自
然
災
害
。
長
雨
や
台
風
が

多
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
特
に
注

意
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
近
年
、

各
地
を
襲
っ
て
い
る
未
曾
有
の
水
害
や

災
害
を
受
け
、
市
で
は
防
災
対
策
の
見

直
し
、
強
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
も
し
も
」
が
起
き
た
と
き
、
命
を
左

右
す
る
の
は
私
た
ち
自
身
の
行
動
で
す
。

刻
一
刻
と
変
化
す
る
状
況
の
中
で
、
迅
速

に
、
誰
も
が
逃
げ
遅
れ
な
く
避
難
行
動

を
取
る
た
め
に
…
…
。
こ
れ
ま
で
の
豪

雨
被
害
な
ど
を
教
訓
と
し
、
水
害
や
土

砂
災
害
の
防
災
情
報
の
伝
え
方
が
分
か

り
や
す
く
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
市
か
ら

は
、
５
段
階
の
「
警
戒
レ
ベ
ル
」
を
用

い
て
と
る
べ
き
対
応
、
避
難
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
お
伝
え
し
ま
す
。
警
戒
レ
ベ
ル

３
の
発
令
が
あ
っ
た
ら
避
難
準
備
、
ま

た
高
齢
者
や
乳
幼
児
な
ど
避
難
に
時
間

地
震
や
雷
、
大
雨
、
竜
巻
な
ど…

…

私
た
ち
に
と
っ
て
、
大
き
な
脅
威
と
な
る
自
然
災
害
。

特
に
近
年
、
全
国
各
地
で
大
雨
や

長
雨
に
よ
る
水
害
や
土
砂
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

甚
大
な
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
家
族
や
地
域
で
改
め
て

防
災
対
策
を
見
直
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。が

か
か
る
人
は
避
難
開
始
で
す
。
そ
し

て
警
戒
レ
ベ
ル
４
が
発
令
さ
れ
た
場
合

は
全
員
、
安
全
な
場
所
へ
避
難
し
て
く

だ
さ
い
。
あ
わ
せ
て
、
大
雨
警
報
や
洪

水
警
報
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
な
ど
防

災
気
象
情
報
も
参
考
に
し
、
適
切
な
避

難
行
動
を
取
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
意
識
を

持
ち
、
い
ま
一
度
、
災
害
へ
の
心
構
え
を

見
直
し
ま
し
ょ
う
。 防災意識高すぎ

わたしたちの防災対策
備えあれば憂いなし

特集
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水害・土砂災害について、市町村が出す避難情報と、
国や都道府県が出す防災気象情報を、5段階  に整理しました。

「もしも」に備えて防災情報の確認・収集を

警戒レベル5 既に災害が発生している状況です。
命を守るための最善の行動をとりましょう。

災害発生情報 
（市町村が発令）

※２ 災害が実際に発生していることを
　　 把握した場合に、可能な範囲で発令

※２

警戒レベル2 避難に備え、ハザードマップ等により、
自らの避難行動を確認しましょう。

洪水注意報
大雨注意報等 
（気象庁が発表）

警戒レベル1 災害への心構えを高めましょう。 早期注意情報 
（気象庁が発表）

警戒レベル4 速やかに避難先へ避難しましょう。公的な
避難場所までの移動が危険と思われる場合は、
近くの安全な場所や、自宅内のより安全な
場所に避難しましょう。

避難勧告
避難指示（緊急） 
（市町村が発令）

※３ 地域の状況に応じて緊急的又は
　　 重ねて避難を促す場合等に発令

※3

全員避難

警戒レベル3 避難に時間を要する人（ご高齢の方、障害の
ある方、乳幼児等）とその支援者は避難をしま
しょう。その他の人は、避難の準備を整えましょう。

避難準備・
高齢者等避難開始 
（市町村が発令）高齢者等は避難

警戒レベル 避難行動等 避難情報等

避難情報等 防災気象情報

警戒レベル相当情報（例）
（国土交通省、気象庁、都道府県が発表）

※1 各種の情報は、警戒レベル1-5の順番で発表されるとは限りません。状況が急変することもあります。

◆警戒レベル5相当情報
・氾濫発生情報
・大雨特別警報　　　等
◆警戒レベル4相当情報
・氾濫危険情報
・土砂災害警戒情報　等
◆警戒レベル3相当情報
・氾濫警戒情報
・洪水警報　　　　　等

※1

こ
れ
ら
は
、住
民
が

自
主
的
に
避
難
行
動
を

と
る
た
め
に
参
考
と

す
る
情
報
で
す
。

Q&A

避難指示（緊急）は、地域の状況に応じて緊急的にまたは重ね
て避難を促す場合などに発令されるもので、必ず発令される
ものではありません。避難勧告が発令され次第、避難指示（緊
急）を待たずに速やかに避難をしてください。

市町村は、様々な情報をもとに、避難情報を発令する判断
を行うことから、必ずしも防災気象情報と同じレベルの避
難情報が、同時に発令されるわけではありません。自らの
命は自ら守る意識を持って、防災気象情報も参考 にしな
がら、適切な避難行動をとってください。

防災気象情報は出てるけど、避難情報が
出ていないときはどうすればいいの？

避難指示（緊急）は、避難勧告と同じ警戒レベル4に
位置付けられたけど、考え方が変わったの？

Q1.

A1.

Q2.

A2.

常陸太田市災害情報

防災行政無線で放送された避難情報や市か
らの災害情報などを配信します。

茨城県河川情報システム 県内の雨量の状況や河川の水位情報などを
配信しています。 http://www.kasen.pref.ibaraki.jp/

浸水想定区域図 想定し得る最大規模の大雨で氾濫した場合
の浸水状況などを公開しています。

http://www.ktr.mlit.go.jp/hitachi
/hitachi00569.html

国土交通省「浸水ナビ」 堤防が決壊した後の変化をアニメーション
やグラフで公開しています。 http://suiboumap.gsi.go.jp/

※防災無線の放送は
　「防災無線テレフォンサービス（☎ 72‐8989）/
　フリーダイヤル（0120-189891）」でも
　確認できます。

情　報 内　容 アドレス等

【Facebook】 
https://www.facebook.com/hitachiota.city/

【Twitter】 
https://twitter.com/hitachiotacity

インターネット等でも情報を確認できます
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ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

ハザードマップは防
災対策課および市役
所各支所で配布して
います。また、市の
ホームページからも
ダウンロードできます

市
で
は
、
災
害
時
の
避
難
に
役
立
つ
情

報
を
確
認
で
き
る
「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」「
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を

作
成
し
、
配
布
し
て
い
ま
す
。「
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
は
、
久
慈
川
・
里
川
・

山
田
川
・
浅
川
・
茂
宮
川
の
い
ず
れ
か

の
場
所
で
堤
防
が
決
壊
し
た
場
合
を
想

定
し
、
浸
水
想
定
区
域
お
よ
び
想
定
さ

れ
る
水
深
を
表
示
し
た
も
の
で
す
。
ま

た
、「
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
は
、

市
内
地
域
ご
と
に
土
砂
災
害
警
戒
区
域

お
よ
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
表

示
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
マ
ッ
プ
で
自

宅
や
学
校
、職
場
の
位
置
を
チ
ェッ
ク
し
、

自
分
の
生
活
圏
内
で
想
定
さ
れ
る
危
険

を
事
前
に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、
地
域
の
避
難

所
の
場
所
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
寄

り
の
避
難
所
ま
で
の
経
路
の
確
認
も
重

要
で
す
。
災
害
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

最
短
の
避
難
経
路
が
通
れ
な
い
可
能
性

も
想
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
避
難
所
の

場
所
に
よ
っ
て
は
、
土
砂
災
害
や
浸
水

の
危
険
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
よ

り
安
全
、
確
実
な
避
難
の
た
め
に
、
家

族
や
地
域
で
緊
急
的
な
対
応
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
避
難
時
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
役
立
つ
情
報
も
記
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
常
に
手
元
に
置
い
て
お
き
、
日

頃
か
ら
災
害
の
備
え
と
し
て
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

ハザードマップでCHECK!
自
宅
や
職
場
の
周
辺

に
、ど
ん
な
危
険
が
あ

る
の
か
確
認
す
る

CHECK CHECK

最
寄
り
の
避
難
所
と

ル
ー
ト
を
確
認
す
る

CHECK

避
難
時
の
持
ち
物
な
ど

を
確
認
す
る

□ 戸締りをし、ガス・水道の元栓を閉め、
　 電気のブレーカーをOFFにする

□ 特別な場合をのぞいて、避難は徒歩で

□ 浸水が始まっているなど、屋外への移動が
　 困難な場合には二階や近隣の丈夫な建物
　 などへの緊急避難対応も検討する
□ 避難を必要とする警戒レベルが
　 発令されていなくとも、危険を感じたら
　 早めに自主避難を

□ 親戚や知人に避難場所を連絡しておく

□ 隣近所に声をかけ、助け合って避難を

□ 避難するときの服装は、できるだけ
　 動きやすい長袖・長ズボン、運動靴で

避 難 時 の 心 得



ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
方
や
、

各
種
競
技
で
優
れ
た
成
績
を
収
め
た
選

手
た
ち
が
、
市
体
育
協
会
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

◆
体
育
功
労
者

・
星
良
一
（
陸
上
競
技
部
／
馬
場
町
）

・
半
井
宏
志
（
陸
上
競
技
部
／
玉
造
町
）

・
綿
引
昭（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部
／
茅
根
町
）

・
木
梨
國
雄（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部
／
和
久
町
）

・
秋
野
由
美
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
／
中
城
町
）

・
酒
井
康
行
（
小
里
支
部
／
大
中
町
）

◆
競
技
優
秀
者

◇
陸
上
競
技
・
剣
道
：
興
野
愛
理
（
里

美
小
）、
興
野
笑
理
（
里
美
中
）

◇
陸
上
競
技
：
井
坂
佳
亮
（
金
砂
郷
中
）、

小
林
竜
也
（
水
城
高
／
幡
町
）、
片
根

洋
平
（
大
東
文
化
大
／
春
友
町
）

◇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
：
豊
田
す
み
れ
（
機

初
小
）、柏
春
花（
機
初
小
）、柏
昊
芽（
機

初
小
）、
寺
門
洸
貴
（
久
米
小
）

◇
水
泳
：
中
村
心
咲
（
太
田
小
）、
岩

間
優
太
郎
（
太
田
小
）、
大
内
稜
太
（
太

田
小
）、
佐
野
光
（
機
初
小
）、
岩
間
湧

聖
（
水
府
小
）、
岩
間
汰
晟
（
水
府
小
）

◇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
：

久
米
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
江
口
諒
、
寺
門
優
吾
、
照
沼
衛
人
、

平
塚
蓮
士
、
石
原
晄
雅
、
軍
司
峻
汰
、

塙
竜
太
朗
、
後
藤
久
翔
、
菅
谷
翼
、
鴨

志
田
憂
太
、
岡
崎
陸
、
島
根
敬
太
、　

鈴
木
壱
太
、
矢
部
悠
人
、
片
岡
蓮
翔
、

川
井
快
星
、
鴨
志
田
将
旗
、
軍
司
瑛
汰
、

栗
田
瑛
斗
、
梶
山
隼
、
石
原
百
音
、
酒

井
哉
大
、鴨
志
田
亮
太
、〔
監
督
〕
圷
浩
一
）

◇
剣
道
：

里
神
館
（
小
学
生
の
部
／
本
田
峰
雪
、

宮
本
颯
希
、
興
野
愛
理
、
須
藤
稔
晴
、

菊
池
圭
祐
　
中
学
生
の
部
／
阿
部
季

平
成
30
年
度

ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰
お
よ
び

各
種
競
技
優
秀
者
表
彰

理
、石
井
陽
菜
、石
井
朝
陽
、宮
本
嘉
士
、

興
野
笑
理
、〔
監
督
〕
菊
池
年
城
）

◇
野
球
：

常
陸
太
田
リ
ト
ル
リ
ー
グ
（
鈴
木
大
翔
、

山
本
景
萩
、
菊
池
煌
晟
、
大
須
賀
悠
哉
、

駒
柵
朋
也
、
五
十
嵐
光
晟
、
黒
羽
漣
、

木
村
快
央
汰
、
中
野
充
稀
、
山
形
神
、

高
星
陸
翔
、
山
﨑
啓
多
、
酒
井
凰
太
郎
、

〔
監
督
〕
五
十
嵐
正
美
／
大
金
海
惺
、

榊
原
和
宜
、小
又
草
一
郎
、大
須
賀
悠
哉
、

山
﨑
啓
多
、
根
本
勇
吾
、　
小
又
潔
士

郎
、
木
村
駿
太
、
小
又
凜
多
郎
、
豊
田

泰
心
、
檜
山
琉
成
、
竹
林
正
太
、
小
澤

頼
人
、
木
村
太
河
、　
山
本
瑛
舜
、
中

野
朔
弥
、根
本
謙
吾
、江
幡
宥
人
〔
監
督
〕

前
島
友
樹
）

太
田
中
学
校
野
球
部
（
長
須
翔
聖
、
吉

成
桜
空
、山
形
神
、〔
監
督
〕
前
野
啓
太
）

瑞
竜
中
学
校
野
球
部
（
稲
田
拓
真
、
菊

池
真
樹
、
近
藤
竜
翔
、
田
所
沓
真
、〔
監

督
〕
渡
邉
護
）

水
府
中
学
校
野
球
部
（
滝
川
響
兜
、
畠

山
航
、古
川
翼
、益
子
東
樹
、川
西
夢
翔
、

後
藤
瑠
斗
、中
嶋
賀
人〔
監
督
〕塙
寿
昭
）

おめでとうございます

5



6

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

街
頭
キ
ャン
ペ
ー
ン
開
催

４
月
23
日
、
木
崎
保
育
園
の
３
〜
５
歳
児

が
い
ち
ご
狩
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
園
児

た
ち
は
、「
お
い
し
い
」
と
大
き
な
い
ち

ご
を
口
い
っ
ぱ
い
に
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

TOPICS
木
崎
保
育
園
い
ち
ご
狩
り

「多くの人が安全運転を心掛けてほしい」と参加した生徒たち

５
月
１
日
、
改
元
を
記
念
し
て
、
婚
姻

届
を
提
出
さ
れ
た
方
と
転
入
さ
れ
た
方
へ

市
か
ら
さ
さ
や
か
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
り

ま
し
た
。
令
和
に
ち
な
み
市
の
認
証
特

産
品
で
あ
る
梅
酒
や
、
道
の
駅
ひ
た
ち

お
お
た
の
食
事
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
の

ち
、
じ
ょ
う
づ
る
さ
ん
の
ボ
ー
ド
と
一
緒

に
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー

は
12
月
ま
で
設
置
し

て
い
ま
す
の
で
、
ど

な
た
で
も
ぜ
ひ
撮
影

し
て
く
だ
さ
い
。

祝
令
和

５
月
６
日
、
市
内
の
小
学
生
を
対
象
に

（
一
社
）
常
陸
太
田
青
年
会
議
所
主
催

の
田
植
え
体
験
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
田
植
え
を
通
し
て
食
の
あ
り

が
た
み
や
農
業
の
苦
労
を
体
験
す
る
こ

と
で
感
謝
の
心
を
育
む
た
め
の
青
少
年

育
成
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。
子
ど
も
た
ち
は
「
来
年
も
や
り
た

い
」
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
田
植
え
体
験

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
５
月
11
日

〜
20
日
）
に
伴
い
、
国
道
3
4
9
号
下

河
合
交
差
点
・
道
の
駅
ひ
た
ち
お
お
た

で
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
佐
竹
高
校
の
生

徒
ら
８
団
体
87
人
が
参
加
。
ド
ラ
イ
バ
ー

に
チ
ラ
シ
な
ど
を
笑
顔
で
配
布
し
な
が

ら
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
や
交
通
事
故

防
止
の
徹
底
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

春街
５（

一のこがと育すい
」

し
子

ー
ナ
ー

設
置
し

で
、
ど

ひ
撮
影

。
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中間管理事業の仕組み

貸したい人(出し手)

農地中間管理機構

借りたい人(受け手)
規模拡大等を検討する方

規模縮小や農地の相続でお困りの方

＊農地のマッチングとは
●出し手からお預かりした農地の情報を基に、受け手を事業で探します。
●賃料等の条件が整えば、中間管理機構が借り受ける手続きを行います。

農地を借りるメリット…

農地を貸すメリット…

必要手続き…借受希望申込書を提出

必要手続き…貸付希望申出書を提出

●長期(10年)の借入により、安定した営農が可能です。
●地代は機構にまとめて支払、機構が出し手それぞれに支払います。
●耕作が出来なくなった場合、次の受け手を機構が探します。

●貸付期間満了時、農地は出し手に戻ります。
また、継続して貸し付けることも出来ます。
●設定した地代は機構から確実に支払われます。

●農地のマッチング（＊）を行います。
●賃借の事務手続きは、機構が行います。

貸
付個

別
支
払

一
括

支
払

貸
付

（
転
貸
）

10
年
以
上
中
間
管
理
機
構
に
貸
し
付
け

を
行
っ
た
場
合
、
地
域
集
積
協
力
金
や

経
営
転
換
協
力
金
を
受
け
る
事
が
出
来

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
地
中
間
管
理
機
構
が

借
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
農
地

農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

農
地
を
出
さ
れ
た
方
へ
の
支
援

農
政
課
農
地
計
画
係（
内
線
6
1
4
）

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
よ
り
、
市
内

で
は
耕
作
放
棄
地
が
年
々
増
加
し
て
お

り
、
現
在
1
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
農

地
が
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
周
辺

農
地
で
は
、
虫
害
や
イ
ノ
シ
シ
等
の
獣
害

が
発
生
し
、
住
環
境
に
も
悪
影
響
が
出

て
い
ま
す
。
農
地
（
農
業
）
の
維
持
は

農
村
環
境
の
保
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。

農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
て
、
み

な
さ
ん
の
農
地
を
活
か
し
ま
し
ょ
う
。

借
受
け
る
農
地
に
つ
い
て
は
、
次
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
農
地
で
す
。
事
前
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
自
己
所
有
の
農
地
で
あ
る

■
農
地
の
進
入
路
（
概
ね
2.5
メ
ー
ト
ル
）

が
確
保
さ
れ
て
い
る

■
隣
接
地
と
の
境
界
が
明
確

■
土
地
改
良
区
賦
課
金
の
滞
納
が
な
い

■
再
生
作
業
が
著
し
く
困
難
な
遊
休
農

地
と
な
っ
て
い
な
い

＊
貸
出
期
間
に
つ
い
て
は
、
原
則
10
年
以

上
と
し
ま
す
。

農政課に行って 
相談してみっか。

農政課に相談してください。 
条件を確認して、農地中間管理機構が 
担い手と農地をマッチングします。 

手続きも簡単すぎ。 

俺も年だから今年で農業やめんだよ。 
田んぼも畑もどうすっぺ。 
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農
地
を
譲
っ
た
り
、
貸
し
た
り
、
転
用
す

る
と
き
に
は
農
地
法
に
基
づ
く
許
可
が

必
要
で
す
。
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る

方
は
次
の
期
間
内
に
農
業
委
員
会
事
務

局
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
許
可
申
請
書
受
付
期
間
：
毎
月
８
日

〜
11
日
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

申
請
さ
れ
た
案
件
は
、
農
業
委
員
会
総

会
の
議
案
と
し
て
審
議
し
、
議
決
後
に

許
可
指
令
書
を
交
付
し
ま
す
。

＊
総
会
の
傍
聴
も
で
き
ま
す
（
特
別
な
場

合
を
除
く
）。
毎
月
25
日
午
後
１
時
30
分

〜
市
役
所
本
庁
ま
た
は
分
庁
舎
に
て
開

催
（
変
更
に
な
る
場
合
あ
り
）

新
た
に
19
人
の
農
業
委
員
が
任
命
さ
れ

ま
し
た
。
農
家
の
代
表
と
し
て
主
に
農

地
の
貸
借
・
売
買
・
転
用
の
許
可
事
務
等
、

地
域
農
業
の
振
興
に
関
す
る
仕
事
に
携

わ
っ
て
い
き
ま
す
。

〈
任
期
：
4
月
1
日
〜
令
和
4
年
3
月

31
日
〉
（
敬
称
略
）

氏　名 氏　名担当地区 担当地区

檜山栄子 太田地区、幡町 

東山豊 長谷町・高貫町・田渡町・
三才町・西宮町

西野信一 真弓町・亀作町

小川剛 大森町・小目町

沢畠均 西小沢地区

石川靖 佐竹地区

前沢孝一 幸久地区

武藤照昭 誉田地区

武藤貞一 佐都地区、河内地区

鈴木實（会長） 久米地区

小林慎太郎 中野町・小島町・松栄町

根本恵子 花房町・新地町

荻津知 金郷地区

川井和行 金砂地区

五十嵐初男 山田地区

和田範政 染和田地区

井上佳之 天下野町、高倉地区

菊池正喜
（会長代理） 

里川町・徳田町・小妻町・小中町、
大中町（野中・泉沢・入の内・過台・根岸） 

大澤洋一 賀美地区、大中町（宿・和見・外の内・里平・樫村） 

新
し
い
農
業
委
員
が

任
命
さ
れ
ま
し
た

農業委員会からの
お知らせ
農業委員会事務局（内線631・632）
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新
し
く
制
度
化
さ
れ
た
、
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
40
人
が
農
業
委
員
会
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
担
当
地
区
で
の
農
地
利

用
最
適
化
の
た
め
、
農
地
の
利
用
相
談
な

ど
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

農
地
利
用
の
最
適
化
と
は
：

1
）
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集

約
化…

農
地
の
受
け
手
と
出
し
手
の
マ
ッ

チ
ン
グ
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
働
き
か
け

ま
す
。
農
地
中
間
管
理
事
業
の
活
用
も
促

し
て
い
き
ま
す
。

2
）
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消…

遊
休
農
地
所
有
者
等
の
意
向
調
査
を
す
る

と
と
も
に
、
担
当
地
域
の
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
も
行
い
ま
す
。

3
）
新
規
参
入
の
促
進…

就
農
希
望
者

と
農
地
所
有
者
の
架
け
橋
と
な
る
よ
う
、

サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。
ま
た
、
企
業
の
農

業
参
入
に
つ
い
て
も
農
地
所
有
者
の
理
解

と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
ま
す
。

〈
任
期
：
4
月
1
日
〜
令
和
4
年
3
月

31
日
〉
（
敬
称
略
）

氏　名 担当地区 氏　名 担当地区

新村一朗 太田地区

齋藤貫司 

地区

氏　名 担当地区 氏　名 担当地区地区

氏　名 担当地区 氏　名 担当地区地区

氏　名 担当地区 氏　名 担当地区地区

太
田
地
区（
第
1
区
）

金
砂
郷
地
区

（
第
2
区
）

高貫町・長谷町・幡町

井上清美 三才町・西宮町・田渡町

川﨑一廣 内田町上・内田町中・落合町

冨岡宣孝 内田町下・堅磐町・沢目町・上土木内町

植田義己 岡田町・小沢町

木村精一 上河合町

鈴木栄 下河合町・藤田町

堀口英一 島町・粟原町

山田一則 谷河原町

日座正則 天神林町

栁橋隆博 磯部町・稲木町

尾﨑享 新宿町・増井町

大和田清見 上大門町・下大門町

菊池繁 瑞龍町・馬場町

柴田正之 里野宮町・白羽町・茅根町

武藤清之 常福地町・春友町

佐藤克美 薬谷町・大里町・大平町

鈴木定夫 久米町・玉造町・芦間町

安幸男 中野町・小島町・松栄町

小 壽嗣 新地町・花房町

富山英男 竹合町・箕町・下利員町・中利員町・宮の郷町

島根哲男 高柿町・大方町・千寿町・岩手町

水
府
地
区

（
第
3
区
）

平山孝夫 棚谷町・松平町・国安町

小林正典 和田町・東連地町

白石甲子郎 和久町・町田町・西染町 菊池三男 中染町・東染町・河内西町

木下大三 天下野町

里
美
地
区

（
第
4
区
）

荷見安 里川町・徳田町

佐藤信照 小妻町・小中町

佐藤英雄 大中町

中嶋孝 折橋町・小菅町

椎名操 大菅町・上深荻町

石井憲一 上高倉町・下高倉町

㑹澤𠀋康 上利員町・赤土町

大谷義一 下宮河内町・上宮河内町

綿引敏廣 大森町・小目町

髙橋靖浩 真弓町・亀作町

石川武志 西河内中町・西河内上町

根本幸夫 町屋町・西河内下町

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
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ス
ズ
メ
バ
チ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

ス
ズ
メ
バ
チ
は
攻
撃
的
で
強
い
毒
性
を
持
ち
、
刺

さ
れ
る
と
大
変
危
険
で
す
。
春
先
か
ら
活
動
が

活
発
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

暮
ら
し
の
チ
エ

暮
ら
し
の
チ
エ

・巣に近づいたり、刺激したりしない。
・黒いものを攻撃する習性があるため、なるべく白い服装をし、帽子をかぶる。
・蜂が近寄ってきたら、姿勢を低くして、静かにその場を離れる。
・香水等の強いにおいのするものを巣の近くで使用しない。

スズメバチに刺されないために
環
境
政
策
課（
内
線
110
・
181
）

スズメバチとその他のハチの主な特徴

【種 類】オオスズメバチ、キイロスズメバチ
コガタスズメバチ 等

【大きさ】

【  巣  】

初期の巣 大きくなった巣

約 2cm～4cm

【大きさ】
約 1cm～2cm

【  巣  】

【大きさ】約 1cm～2cm

スズメバチ
ミツバチ

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の

駆
除
を
行
い
ま
す

市
で
は
、
委
託
業
者
に
依
頼
し
、
ス
ズ

メ
バ
チ
の
駆
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
駆
除
対
象
：
市
内
の
住
居
ま
た
は
そ

の
敷
地
内
に
作
ら
れ
た
巣
で
、
住
民
に

危
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
も
の

◆
自
己
負
担
金
：
３
千
円
（
委
託
業
者

へ
直
接
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

◆
駆
除
で
き
な
い
も
の
：
次
の
場
合
は

駆
除
処
理
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
駆
除
業

者
を
紹
介
し
ま
す
。

・
高
所
等
で
作
業
が
困
難
な
場
所
の
駆
除

・
駆
除
の
た
め
解
体
を
要
す
る
屋
根
裏
や

  

内
壁
と
外
壁
の
間
な
ど
の
駆
除

・
巣
が
発
見
で
き
な
い
ス
ズ
メ
バ
チ
の
駆
除

・
ス
ズ
メ
バ
チ
以
外
の
ハ
チ
（
ク
マ
バ
チ
・

　
ミ
ツ
バ
チ
・
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
な
ど
）

◆
申
込
方
法
：
環
境
政
策
課
ま
た
は
各

支
所
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
作
業
日
時
は
委
託
業
者
と
直
接
打
ち

合
わ
せ
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
駆
除
を
民
間
業
者

に
委
託
し
た
場
合
は
、一
部
補
助
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

アシナガバ
チ



　

[ 

太
田
地
区
：
１
日
1.1
人
、
金
砂
郷
地

区
：
３
日
1.2
人
、
水
府
地
区
：
３
日
1.0
人
、

里
美
地
区：４
日
1.0
人 ]

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
算
出
／
平
成
16
年
か
ら
平
成
30
年

の
平
均
値
）

　
こ
の
数
字
が
表
し
て
い
る
の
は
、
急
激

な
人
口
減
少
の
速
度
で
す
。市
全
体
で
は
、

１
日
に
約
２
人
が
減
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

数
字
を
知
っ
た
時
は
あ
ま
り
に
も
シ
ョッ
ク

で
、
重
圧
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
で
し
た
。

そ
れ
で
も
移
住
者
誘
致
の
活
動
を
２
年
間

続
け
ら
れ
た
の
は
、
共
に
活
動
・
応
援
し

て
く
だ
さ
る
方
、
僕
を
移
住
者
と
し
て
温

か
く
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
方
々
な
ど
、
沢

山
の
人
達
に
支
え
て
い
た
だ
け
た
か
ら
で

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

移
住
を
希
望
さ
れ
る
方
々
と
の
出
会
い

も
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
先
日
は
、
都
内

で
開
催
さ
れ
た
移
住
イ
ベ
ン
ト
で
出
会
っ

た
若
い
ご
夫
婦
が
お
試
し
居
住
施
設
に
泊

ま
り
に
来
て
く
れ
た
ん
で
す
。「
行
っ
た
と

こ
ろ
す
べ
て
が
良
い
所
で
し
た
し
、
移
住

に
つ
い
て
夫
婦
で
沢
山
話
せ
ま
し
た
。あ
っ

と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
、
と
て
も
名
残

惜
し
い
で
す
が
ま
た
遊
び
に
来
ま
す
」
と

言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
常
陸
太
田
の

魅
力
を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
け
て
本
当
に

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
問
題
を

抱
え
る
僕
達
と
、
理
想
の
移
住
先
を
探
し

て
い
る
方
が
互
い
に
幸
せ
に
な
れ
る
よ

う
、
協
力
隊
最
後
の
１
年
間
も
頑
張
り
ま

す
。
ま
た
、
任
期
満
了
後
は
事
業
者
と
し

て
、
常
陸
太
田
市
民
と
し
て
活
動
を
継
続

で
き
る
よ
う
精
進
し
て
参
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
ご
指

導
ご
鞭
撻
の

程
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま

す
。

塚田  慎
（移住促進）

が

少子化・人口減少対策課
（内線346）

お試し居住施設に泊まりに来てくだ
さったご夫妻

11

内
科
系
病
院
と
し
て
、
24
時
間
体
制
の
救

急
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
西
山
堂

病
院
。外
来
は
眼
科
お
よ
び
耳
鼻
咽
喉

科
、そ
の
ほ
か
に
人
工
透
析
、リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。病
棟

は
全
1
1
5
床
、一般
病
棟（
急
性
期
病
床

お
よ
び
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
）、療
養
病

棟
を
備
え
ま
す
。ま
た
、隣
接
す
る
同
グ

ル
ー
プ
の「
ひ
た
ち
の
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

に
お
い
て
、一
般
内
科
や
循
環
器
科
、小
児

科
な
ど
の
外
来
診
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。

常
に
地
域
の
皆
様
の
立
場
で
真
心
の
こ

も
っ
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

を
第
一
と
し
、医
療
を
通
し
て
地
域
社
会

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。安
心
・
安
全
な
医

療
や
療
養
環
境
の
提
供
を
通
し
て
、地
域

の
皆
様
の
日
常
的
な
安
心
や
健
康
的
な

生
活
の
維
持
に
尽
く
し
て
い
る
信
頼
の

医
療
機
関
で
す
。

「
真
心
と
サ
ー
ビ
ス
」の

ホ
ス
ピ
タ
リ
ティ

常
陸
太
田
市
に
は
、
各
分
野
で
活
躍
す
る

輝
く
企
業
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
そ
ん
な
輝
く
企
業
の
「
魅
力
」

を
ご
紹
介
！
地
元
就
職
を
考
え
て
い
る
学

生
さ
ん
も
必
見
で
す
！

医療法人貞心会 西山堂病院
本社：常陸太田市木崎二町 931-2

《企業データ》
代表者：理事長　荷見源成
TEL：72-5121
http://nishiyamado.teishinkai.or.jp/

常
陸
太
田
の

　
　
　
　
　

   

を

紹
介
し
ま
す
！

輝
く
企
業
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昭
和
56
年
６
月
に
建
築
基
準
法
の
構
造

規
定
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
よ
り

前
の
旧
基
準
で
着
工
し
た
建
物
は
、
地

震
で
倒
壊
す
る
可
能
性
が
高
く
危
険
で

す
。
熊
本
地
震
に
お
け
る
被
害
割
合
で

も
、
新
基
準
で
着
工
し
た
建
物
に
比
べ

旧
基
準
の
建
物
は
倒
壊
・
崩
壊
率
が
約

４
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

を
目
的
と
し
て
、
引
き
続
き
木
造
住
宅

に
お
住
ま
い
の
方
を
対
象
に
「
耐
震
診

断
士
の
派
遣
」
お
よ
び
「
耐
震
改
修
費

補
助
」
の
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
住
宅

（
次
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
も
の
）

・
市
内
の一戸
建
て
の
木
造
住
宅

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
も
の

・
２
階
建
て
ま
た
は
平
屋
建
て
、
延
床
面

積
30
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

・
店
舗
と
の
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
住
宅

部
分
の
延
床
面
積
が
全
体
の
延
床
面
積

の
２
分
の
１
以
上

・
在
来
軸
組
工
法
ま
た
は
枠
組
壁
工
法

で
建
て
ら
れ
た
も
の

・
建
築
基
準
法
第
６
条
第
１
項
に
規
定
す

る
建
築
確
認
を
受
け
て
建
築
さ
れ
た
木

造
住
宅（
た
だ
し
、都
市
計
画
区
域
外〈
常

陸
太
田
市
の一
部
〉
に
お
い
て
は
こ
の
限

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

・
全
壊
、
半
壊
の
住
宅
で
な
い
も
の
（
耐

震
診
断
は
、
地
震
等
の
住
宅
被
害
に
よ

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
の

派
遣
に
つ
い
て

あ
な
た
の
住
ま
い
は
大
丈
夫
！？

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
で
安
心
な
住
ま
い
に

熊本地震における木造住宅被害割合（％）

出典：熊本地震における建築物被害の原因分析を行う委員会報告書
（H28. 国土技術政策総合研究所）

旧基準

新基準

■倒壊・崩壊　■大破　■軽微・小・中破　■無被害

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

28 18 49 5

7 8 54 31
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る
改
修
方
法
を
示
す
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）

◆
申
込
資
格
：
対
象
と
な
る
住
宅
の
所

有
者
で
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

（
同
居
者
も
含
む
）

◆
募
集
期
間
：
６
月
11
日
（
火
）〜
10
月

31
日
（
木
）

◆
募
集
戸
数
：
10
戸

◆
診
断
費
用
：
１
棟
に
つ
き
自
己
負
担

２
千
円

◆
対
象
と
な
る
住
宅

（
次
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
も
の
）：

・
耐
震
診
断
士
派
遣
の
要
件

・
耐
震
診
断
（一
般
診
断
、
精
密
診
断
）

を
受
け
た
も
の
（一
般
耐
震
診
断
に
お
け

る
上
部
構
造
評
点
が
1.0
未
満
で
あ
る
こ

と
）
ま
た
は
、
耐
震
診
断
士
・
建
築
士

の
作
成
し
た
一
定
の
基
準
を
満
た
し
た
設

計
図
書
等
に
基
づ
く
耐
震
計
画
で
あ
る

も
の
（一
般
耐
震
診
断
に
お
け
る
上
部
構

造
評
点
が
改
修
前
に
比
し
て
0.3
以
上
上

昇
か
つ
評
点
1.0
以
上
と
な
る
こ
と
）

・
耐
震
計
画
に
基
づ
く
耐
震
改
修
で
あ
る

も
の

◆
申
込
資
格

・
対
象
と
な
る
住
宅
の
所
有
者
で
市
税
等

を
滞
納
し
て
い
な
い
方（
同
居
者
も
含
む
）

・
原
則
、
単
年
度
で
事
業
が
完
了
す
る

こ
と

◆
受
付
期
間
：
随
時

◆
助
成
内
容

・
耐
震
改
修
計
画
に
要
す
る
経
費
の
３
分

の
１
（
上
限
15
万
円
）

・
耐
震
改
修
工
事
に
要
す
る
経
費
の
３
分

の
１
（
上
限
45
万
円
）

耐震改修工事例

耐震改修前

耐震改修中

耐震改修後

木
造
住
宅
耐
震
改
修
等
費
用
の

助
成
に
つ
い
て

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
の
派
遣
・
木

造
住
宅
耐
震
改
修
等
費
用
の
助
成
に

つ
い
て

◆
申
込
方
法
：
申
込
先
で
交
付
す
る

申
込
書
に
必
要
な
書
類
を
添
え
て
、

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
申
・
問
：
建
築
住
宅
課
建
築
開

発
指
導
室
（
内
線
２
３
４
）

筋かい設置の様子
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① 

鶏
肉
は
、一口
大
に
切
る
。

② 

長
ね
ぎ
は
斜
め
薄
切
り
に
、
え
の
き

た
け
は
軸
を
取
り
半
分
に
、
し
め
じ
は

子
房
に
分
け
る
。

③ 

①
を
Ａ
の
タ
レ
に
10
分
漬
け
る
。 

④ 
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
に
鶏
肉
・
長
ね
ぎ
・

え
の
き
た
け
・
し
め
じ
を
の
せ
包
む
。 

⑤ 

フ
ラ
イ
パ
ン
に
2
5
0
ml
水
を
入
れ
、

15
分
位
中
火
（
目
安
）
で
蒸
し
焼
き
に

し
て
出
来
上
が
り
。

■
オ
ー
ブ
ン
（
ト
ー
ス
タ
ー
）・
グ
リ
ル

等
で
も
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す

■
鶏
肉
だ
け
で
な
く
、
魚
介
類
（
鮭
・

白
身
魚
・
え
び
な
ど
）
も
お
す
す
め
で
す
。

４
月
20
日
〜
５
月
５
日
、
本
市
と
有

縁
友
好
交
流
を
締
結
し
て
い
る
秋
田

県
仙
北
市
で
さ
く
ら
名
所
１
０
０
選

に
も
選
ば
れ
て
い
る
「
角
館
の
桜
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
４
月

26
日
に
は
、
交
流
都
市
物
産
展
と
し

て
、
武
家
屋
敷
通
り
で
市
の
特
産
品

等
の
販
売
・Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
街
並
み
や
桜
を

楽
し
み
に
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
ま

し
た
。

市
の
医
療
費
・
特
定
健
診
の
結
果
を
見
る
と
、
高
血
圧
の
方
が
最
も
多
い
で
す
。
血
管
に

大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
高
血
圧
を
予
防
す
る
た
め
に
毎
日
の
食
事
で
上
手
に
減
塩
し

ま
し
ょ
う
。
今
月
か
ら
『
健
康
レ
シ
ピ
』
を
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

「
角
館
の
桜
ま
つ
り
」
で

常
陸
太
田
市
を
Ｐ
Ｒ

秋
田
県
仙
北
市

こく旨チキンの包み焼き 
材料：4人分（目安量）

エネルギー
180Ｋｃａｌ
食塩相当量
1.0ｇ

１日の塩分は
男性８g未満

女性７g未満が目標

＊健康レシピは市ホームページ掲載中です＊

作
り
方

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

パサつきやすいむね肉もしっとり、ふっくら！
塩分、油分を控えてもおいしいです。

このレシピのおすすめポイント♪

鶏むね肉（皮付き） 320ｇ
すりおろし人参 20ｇ
すりごま 大さじ１弱
油 小さじ1強
みりん 小さじ２
しょうゆ 小さじ４
長ねぎ 80ｇ
しめじ 80ｇ
えのきたけ 120ｇ

１人分栄養価

Ａ 

健
康
レ
シ
ピ
で
上
手
に
減
塩 

I

高
血
圧
を
撃
退
!!
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市
内
産
の
農
林
水
産
物
や
本
市
の
歴
史
、

風
土
お
よ
び
文
化
的
背
景
を
活
用
し
た

加
工
品
の
開
発
や
改
良
等
の
経
費
の一
部

を
補
助
し
ま
す
。

◆
対
象
：
市
内
に
活
動
拠
点
を
有
す
る

方
（
個
人
、
農
業
生
産
法
人
、
特
定
非

営
利
活
動
法
人
、グ
ル
ー
プ
、中
小
企
業
、

特
産
品
認
証
者
な
ど
）

＊
過
去
に
こ
の
補
助
金
を
受
け
た
場
合

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
事
業
：
市
内
産
の
農
林
水
産
物

や
本
市
の
歴
史
、
風
土
お
よ
び
文
化
的

背
景
を
活
用
し
た
加
工
品
の
開
発
や
改

良◆
対
象
経
費
：
謝
金
、
旅
費
、
原
材
料

費
（
試
作
に
係
る
も
の
）、
賃
借
料
、
修

繕
費
、
雑
費
、
備
品
購
入
費
な
ど

◆
補
助
金
額
：
事
業
費
の
２
分
の
１
以

内
（
上
限
50
万
円
）

道
の
駅
ひ
た
ち
お
お
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

の
「
ひ
な
菊
と
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
ケ
イ
ク
」。

ス
イ
ー
ツ
王
子
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
メ

デ
ィ
ア
で
も
活
躍
し
て
い
る
パ
テ
ィ
シ
エ
・

西
園
誠
一
郎
氏
が
、
市
の
認
証
特
産
品
で

あ
る
ヨ
ネ
ビ
シ
醤
油
株
式
会
社
の
「
精
製

醤
油 

ひ
な
菊
」
を
使
用
し
て
手
が
け
た

ス
イ
ー
ツ
で
す
。
ひ
な
菊
は
、
約
３
年
の

歳
月
を
か
け
て
醸
造
す
る
乳
酸
菌
の
生
き

て
い
る
精
製
醤
油
。
か
つ
て
慶
応
３
年（
１

農
林
水
産
物
等
を
活
用

し
た
加
工
品
の
開
発
や

改
良
を
支
援
し
ま
す

農
産
物
や
加
工
品
等
の

展
示
商
談
会
に
よ
る

販
路
拡
大
を
支
援
し
ま
す

市
内
産
の
農
産
物
や
加
工
品
の
販
路
拡

大
を
目
指
し
た
海
外
や
県
外
の
展
示
商

談
会
等
に
参
加
す
る
費
用
の一
部
を
補
助

し
ま
す
。

◆
対
象
：
市
内
に
住
所
や
活
動
拠
点
を

有
す
る
方
（
認
定
農
業
者
、
農
業
生
産

法
人
、
J
A
、
特
産
品
認
証
者
等
）

◆
対
象
事
業
：
市
内
産
の
農
産
物
や
加

工
品
等
の
販
路
拡
大
を
目
指
し
た
、
海

外
や
県
外
の
展
示
商
談
会
の
出
展
等

◆
対
象
経
費
：
展
示
商
談
会
等
の
出
展

料
、
会
場
設
営
費
、
運
搬
費
、
旅
費
、

通
訳
料
等

◆
補
助
金
額
：
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
（
海
外
：
上
限
50
万
円
、
国
内
：

上
限
20
万
円
）

   300 円（１/６カット）
1,200 円（１ホール）
冷凍１カ月、冷蔵７日
道の駅ひたちおおた

市認証特産品については、市特産品推進協議会事務局
（販売流通対策課：内線６６２）までお問い合わせください。

８
６
７
年
）
の
パ
リ
万
博
に
も
出
展
し
た

由
縁
を
も
つ
逸
品
で
す
。
さ
ら
に
、
キ
ャ

ラ
メ
ル
、
ピ
ー
カ
ン
ナ
ッ
ツ
を
使
用
。
ひ

な
菊
の
芳
醇
な
風
味
と
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
の

濃
厚
で
滑
ら
か
な
味
わ
い
、ピ
ー
カ
ン
ナ
ッ

ツ
の
香
ば
し
く
カ
リ
ッ
と
し
た
食
感
が
絶

妙
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

上
品
な
後
味
も
好
評
。
贈
答
用
と
し
て
も

喜
ば
れ
る
、「
道
の
駅
ひ
た
ち
お
お
た
」

が
提
供
す
る
自
慢
の
逸
品
で
す
！

ひな菊とキャラメルのケイク

市が自信を持っておすすめす
る、市認証特産品を紹介します。
真心込めて育てた農林水産物
や、手間ひまを惜しまず作られ
た美味、市産品を活用した独自
商品など、どれも優れた逸品ぞ
ろい。
大切な方への贈答品やお土産に
もぜひご利用ください。

市認証特産品

ひたちおおた逸品
の

販売価格

賞味期限
販 売 店

◆
申
請
方
法
：
事
前
に
申
込
先
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
記
入
の
上
、

　
　
　
　
　
　

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
・
問
：
販
売
流
通
対
策
課
生
産
流
通
振
興
係
（
内
線
６
６
１
・
６
６
２
）


